
議案第 110号 

      令和７年度朝来市水道事業会計補正予算（第４号）について 

  令和７年度朝来市水道事業会計補正予算（第４号）を別冊のとおり定めるものとす

る。 

    令和７年 12月 19日提出 

                                               朝来市長  藤 岡  勇  

提案理由要旨 

 令和７年度朝来市水道事業会計の収益的収入の現計予算額は、７３２,０９０千円で

すが、営業外収益を６０千円追加し、総額を７３２,１５０千円とするものです。また、

収益的支出の現計予算額は、７０９,５１２千円ですが、営業費用を１,１７２千円追

加し、総額を７１０,６８４千円とするものです。 

 補正の内容は、人事院勧告等に伴う職員人件費の追加をしようとするものです。 

 



令 和 ７ 年 度

水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 書

（　第　４　号　）

兵　　庫　　県    朝    来    市



　 （総　則）

第１条

　 （収益的収入及び支出の補正）

第２条 　令和７年度朝来市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的

  収入及び支出の予定額を、次のとおり補正する。

　　　収　　　入

　　第１款　水道事業収益 732,090 千円 60 千円 732,150 千円

 第２項　営業外収益　 259,272 千円 60 千円 259,332 千円

　　　支　　　出

  　第１款　水道事業費用 709,512 千円 1,172 千円 710,684 千円

 第１項　営業費用 644,644 千円 1,172 千円 645,816 千円

　 （議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正）
第３条 　予算第８条中「31,854千円」を「32,966千円」に改める。

令和７年度朝来市水道事業会計補正予算書（第４号）

（計）

　令和７年度朝来市水道事業会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。

（科　目） （既決予定額） （補正予定額）

令和７年12月19日提出

兵庫県朝来市長   藤　岡　　勇
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収　　入

既決予定額 補正予定額 計
千円 千円 千円

１ 732,090 60 732,150

２
営 業 外
収 益

259,272 60 259,332

２ 他会計負担金 3,903 60 3,963

732,090 60 732,150

支　　出

既決予定額 補正予定額 計
千円 千円 千円

１ 709,512 1,172 710,684

１ 営 業 費 用 644,644 1,172 645,816

709,512 1,172 710,684合　　　　計

３ 総 係 費 107,530 1,172 108,702

款 項 目 備　 考

水 道 事 業
費 用

水 道 事 業
収 益

収　益　的　収　入　及　び　支　出

令和７年度朝来市水道事業会計補正予算実施計画

款 項 備　 考目

合　　　　計
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（単位：千円）

１

（１） 418,775

（２） 1

（３） 11,571 430,347

２

（１） 177,704

（２） 1

（３） 99,342

（４） 323,601

（５） 18,027

（６） 172 618,847

188,500

３

（１） 4,230

（２） 3,963

（３） 87,858

（４） 11,880

（５） 28,001

（６） 120,600 256,532

４

（１） 39,529

（２） 11,291 50,820 205,712

17,212

５

（１） 1 1

6

（１） 1,364

（２） 1 1,365 1,364

7

（１） 2,727 2,727 2,727

13,121

100,000

113,121当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

過 年 度 損 益 修 正 益

そ の 他 特 別 損 失

予 備 費

予 備 費

当 年 度 純 利 益

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金

雑 支 出

経 常 利 益

過 年 度 損 益 修 正 損

特 別 利 益

特 別 損 失

営 業 外 費 用

支 払 利 息

資 本 費 繰 入 収 益

雑 収 益

他 会 計 補 助 金

受 取 利 息 及 び 配 当 金

そ の 他 営 業 費 用

営 業 損 失

他 会 計 負 担 金

長 期 前 受 金 戻 入

受 託 工 事 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

営 業 外 収 益

営 業 費 用

原 配 水 及 び 給 水 費

令和７年度 水道事業会計 補正予算予定損益計算書
（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）

営 業 収 益

給 水 収 益

受 託 工 事 収 益

そ の 他 営 業 収 益
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１

（１）

イ 184,255

ロ 822,032

△ 431,444 390,588

ハ 13,799,160

△ 8,673,244 5,125,916

ニ 2,774,769

△ 2,239,191 535,578

ホ 4,460

△ 4,237 223

ヘ 12,784

△ 11,605 1,179

ト 342,429

6,580,168

（２）

イ 10,230

ロ 396,309

ハ 113

406,652

6,986,820

２

（１） 1,769,034

（２） 64,927

イ △ 71,106 △ 6,179

（３） 6,950

1,769,805

8,756,625

令和７年度 朝来市水道事業会計 補正予算予定貸借対照表
（　令　和 ８ 年　３　月　31　日）

資　　　　  産 　　　　 の　　　　  部
（単位：千円）

減 価 償 却 累 計 額

減 価 償 却 累 計 額

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額

建 物

車 両 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額

機 械 及 び 装 置

建 設 仮 勘 定

電 話 加 入 権

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

水 利 権

ダ ム 使 用 権

無 形 固 定 資 産 合 計

貯 蔵 品

固 定 資 産 合 計

未 収 金

流 動 資 産

貸 倒 引 当 金

工 具 器 具 及 び 備 品

現 金 預 金

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

減 価 償 却 累 計 額
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３

（１） 1,975,077

1,975,077

４

（１） 192,214

（２） 33

（３）

イ 245,316

245,316

（４）

イ 2,113

ロ 336

2,449

440,012

５

（１） 4,920,865

△ 3,133,629

1,787,236

4,202,325

６

（１） 3,287,893

3,287,893

７

（１）

イ 43,515

ロ 42,774

ハ 19,186

ニ 43,579

149,054

（２）

イ 43,005

ロ 955,862

ハ 5,365

ニ 113,121

1,117,353

1,266,407

4,554,300

8,756,625

固 定 負 債

建 設 改 良 企 業 債

建 設 改 良 企 業 債

固 定 負 債 合 計

企 業 債

流 動 負 債

未 払 金

資 本 金 合 計

そ の 他 流 動 負 債

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

企 業 債 合 計

負 債 合 計

資 本 金

資  　　　　本　　　　  の　　　　  部

資 本 合 計

減 債 積 立 金

利 益 剰 余 金

負 債 資 本 合 計

建 設 改 良 積 立 金

当年度未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

利 益 積 立 金

繰 延 収 益

流 動 負 債 合 計

長 期 前 受 金

資 本 剰 余 金 合 計

自 己 資 本 金

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

引 当 金 合 計

工 事 負 担 金

資 本 剰 余 金

国 庫 補 助 金

受 贈 財 産 評 価 額

剰 余 金

負  　　　　債　　　　  の　　　　  部

そ の 他 資 本 剰 余 金
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（単位：千円）

当年度純利益 13,121
減価償却費 323,601
資産減耗費 18,027
賞与等引当金の増減額（△は減少） △ 148
貸倒引当金の増減額（△は減少） 847
長期前受金戻入 △ 87,858
受取利息及び配当金 △ 4,230
支払利息 39,529
未収金の増減額（△は増加） 14,326
たな卸資産の増減額（△は増加） △ 3,740
未払金の増減額（△は減少） △ 2,061
小計 311,414
利息及び配当金の受取額 4,230
利息の支払額 △ 39,529
業務活動によるキャッシュ・フロー 276,115

固定資産の取得による支出 △ 179,325
国庫補助金による収入 1
工事負担金による収入 2,053

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 177,271

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 195,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 269,869

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 74,869

23,975

1,745,059

1,769,034

令和７年度 朝来市水道事業会計 補正予算予定キャッシュ・フロー計算書

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

４　現金預金の増加額

（令和７年４月１日から令和８年３月31日まで）

５　現金預金の期首残額

６　現金預金の期末残高

- 6 - 水道事業会計



補 正 予 算 説 明 書



　　収　　　入

区　　分 金　　　額
水 道 事 業
収 益

732,090 60 732,150

営 業 外
収 益

259,272 60 259,332

他 会 計
負 担 金

3,903 60 3,963 他 会 計 負 担 金 60 児童手当経費分 60

合 計 732,090 60 732,150

　　支　　　出

区　　分 金　　　額
水 道 事 業
費 用

709,512 1,172 710,684

営 業 費 用 644,644 1,172 645,816

総 係 費 107,530 1,172 108,702 給 料 595

職 員 手 当 363 地域手当 12

通勤手当 4

期末手当 154

勤勉手当 133

児童手当 60

計 363

法 定 福 利 費 47 職員共済組合負担金

退 職 手 当 組 合
負 担 金

55

賞 与 引 当 金
繰 入 額

96

法 定 福 利 費
引 当 金 繰 入 額

16

合 計 709,512 1,172 710,684

款 項 目 既決予定額 補正予定額

（単位：千円）

説　　　　　　　　　　　明

収益的収入及び支出明細書

既決予定額 補正予定額
節

（単位：千円）

計
節

説　　　　　　　　　　　明

退手組合負担金

賞与引当金繰入額

法定福利費引当金繰入額

款 計項 目
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(単位　千円)

給　　　　　与　　　　　費
法　 定
福利費

合計 備考

　　補　　正　　予　　算　　給　　与　　費　　明　　細　　書

（１）　総括

区　分
報　酬 給　料 賃　金 職員手当

その他
の手当

計

一般職

職員手当
の内訳

区　分

比　較

600

補正前

補正後

55 1,049 63 1,112

28,636

9,005

6,206

期末勤勉
手　　　当

(単位　千円)

383

夜間勤務
手　　　当

宿日直手当 管理職手当
管理職員特
別勤務手当

0

法　 定
福利費

合計 備考

1,678 4,330 32,966

1,623 27,587 4,267 31,854

9,404
3

(2)

600 5,823

補正後 138 366 0 294 1,800

0

補正前 138 354 0 290 1,800

0 12 0 4

通勤手当

595

※（　）は、暫定再任用短時間勤務職員の計を外数で記載

特殊勤務
手　　　当

時間外勤務
手　　　　　当

休日勤務
手　　　当

(人)

3
(2)

0
(0)

区　分
報　酬 給　料 賃　金 職員手当

その他
の手当

計

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員 16,959

ア　会計年度任用職員以外の職員

補正後

損益勘定支弁職員 17,554

区　分
一般職

給　　　　　与　　　　　費

資本勘定支弁職員

補正前

職員手当
の内訳

区　分 扶養手当 地域手当 住居手当

比　較

比　較

損益勘定支弁職員 399

資本勘定支弁職員

法　 定
福利費

合計 備考
報　酬 給　料 賃　金 職員手当

その他の
手　　当

計

399 55

※（　）は、暫定再任用短時間勤務職員の計を外数で記載

区　分

(人)

法　 定
福利費

合計 備考
報　酬 給　料 賃　金 職員手当

その他の
手　　当

計

9,404 1,678 28,636 4,330 32,966

補正後

損益勘定支弁職員
3

(2)
17,554

資本勘定支弁職員

補正前

損益勘定支弁職員
3

(2)
16,959

資本勘定支弁職員

9,005 1,623 27,587 4,267 31,854

比　較

1,049 63 1,112

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員
0

(0)
595
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特殊勤務
手当

時間外勤務
手当

職員手当
の内訳

区　分
夜間勤務

手当
宿日直手当 管理職手当

管理職員特
別勤務手当

職員手当
の内訳

区　分 扶養手当 地域手当 住居手当 通勤手当

比　較 0 12 0

休日勤務
手当

補正後 138 366 0 294

1,800

0

補正前 138 354 0 290

1,800

補正前 600 5,823

期末勤勉
手当

補正後 600 6,206

4

備考

0 383

その他の増減分 0

昇給に伴う増加分 0

給与改定に伴う増減分 595 初任給及び給料月額引き上げ(平均改定率3.3％)

その他の増減分 0

職員手当 399

制度改正に伴う増減分 399
期末勤勉手当支給率の改定(0.05月増)と給与改
定によるはね返り分 395
交通用具使用者に係る通勤手当の引き上げ　4

比　較

595給　料

（２）　給料及び職員手当の増減額の明細 (単位　千円)

説　　　　　明

　―

補正前

補正後

平均年齢（歳） 41.3

平均給料月額（円） 332,033

（３）　給料及び職員手当の状況

ア　職員１人当たり給与（暫定再任用短時間勤務職員を除く）

区　　　　　　　　分 一般行政職 技能労務職

区　分 増減額 増減事由別内訳

平均給与月額（円） 362,351

225,600 　　　― 232,000

平均年齢（歳） 41.3

イ　初任給

　―

(単位　円)

平均給料月額（円） 321,033

平均給与月額（円） 351,131

国の制度

一般行政職 技能労務職

高校卒 200,300 217,300 200,300

大学卒

区　　分 一般行政職 技能労務職
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通勤手当 同

支給期別支給率 支給率計 職制上の段階、職務の級
等による加算措置６月(月分) １２月(月分) (月分)

備考

差　異　の　内　容

4.60
（2.40）

有

有
4.65

（2.45）

※（　）は、暫定再任用短時間勤務職員の支給率

国の制度
2.325

（1.225）
2.325

（1.225）
4.65

（2.45）
有

住居手当 同

ク　その他の手当

区　　分 一般会計との異同

オ　期末手当・勤勉手当

区分

扶養手当 同

前年度
2.30

（1.20）
2.30

（1.20）

本年度
2.325

（1.225）
2.325

（1.225）
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